
Ponteとやま 地域と専門性をつなぐ連続講座【番外編】 

学校、会社･･･既存のシステムにはどーも合わない。 
あっち、こっち道草しながらいろんな人やものと出会って、 
今リスタートしている若者たちが語ります。 
実は、社会は多様性の宝庫。アイデア次第でやっていけるはず。 
つっこみをいれるのは、介護ヘルパーと教授を掛け持ちしているという 
堀田聰子さん。どんな展開になるか予想もつかないイベントやります。 

2020年10月25日（日）13：30～15：30 オンラインのみ 

第1部 現在・過去・そしてこれからの予想を語る        
          byリスタートメンバー 
 

第2部 Ponteとやまおなじみぶっちゃけトーク 
      リスタートメンバー×堀田聰子 

      司会：加藤愛理子・コメンテータ：水野カオル 

 
金盛亜耶    
 （salon1122) 

金山 敦 
  （ipt） 

山口翔太 
   （トークグラフィッカー） 

米沢拓也 
  （木工作家） 

 

堀田聰子（ほったさとこ） 
東京大学社会科学研究所特任准教授、オランダ・ユトレヒト大学訪問教授等を経て2017年
4月より慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科教授（医学部兼担、認知症未来共創
ハブ・リーダー）。博士（国際公共政策）。社会保障審議会・介護給付費分科会及び福祉部
会（厚生労働省）等において委員。より人間的で持続可能なケアと地域づくりに向けた移行
の支援及び加速に取組む。中学生の頃より、おもに障害者の自立生活の介助を継続。 

★申し込み＆お問い合わせ：miyanomori.ponte@gmail.com 
               または0763-77-3733（みやの森カフェ）★ 

申し込み締め切り10/20（火） 

参加費 
1000円 



 Ponteに集うリスタートメンバー 

米沢拓也（32才） 
                 その手から生み出される木のアクセサリーなどの作品は繊細で 
                 誰もが魅了される。 
                   これが売れれば生活は安定のはずなのだが、･･･ 
                   放浪ときどきひきこもりの繰り返しのあと、廃校になった小学校に 
                   アトリエを作る決心をしてあと少しで完成･･･というところで、 
                   多額の工事費がかかっていたことに気づく･･･ 

 

金盛亜耶(33才) 
 

高校中退、フリースクールを経て上京。専門学校卒業後、 
スタイリストアシスタントを経験。衣服の基礎を学ぶため 
再度専門学校へ入学し、補正や障害者へ向けた直しの技術に 
出会う。都内の高級仕立て直し屋にて修行。 
2019年、洋服の補正修理屋salon1122を開業。 
今年5月に富山へ戻る。愛猫はムーン。 

金山 敦（34歳） 
 

              立山町出身。中学校では「会議室登校」、進学した富山中部高校理   
               数科は2年で中退。その後、雄峰高校・都内の専門学校を経て、 
               社会人となるも数度の転職と自分探しのフリーター期間を経て、       
               「一人で仕事をした方が気楽」と、パソコンなどのサポートを専門と 
               する「ipt（イプト）」を創業。 
               現在は富山市内で妻と子供の3人で暮らす。  

山口翔太(27才)  
 

大学卒業後、機械メーカーに就職。社会人3年目、将来に悩み、 
半年間休職。休職中、人に会う、音楽イベントの企画、宅建士、 
英会話、プレゼンの勉強をする(模索)。退職10日後、 
グラフィックファシリテーションに出会う。話の見える化から、 
対話をつくる技術に魅了される。 
2019年6月、自分だからできる仕事がしたいと 
「トークグラフィッカー」として起業。 


